
問　

一
般
競
争
入
札
の
辞
退

や
棄
権
の
数
が
多
い
よ
う
だ

が
、
理
由
を
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
ま
た
、
一
般
競
争
入

札
の
下
限
を
５
０
０
万
円
に

引
き
下
げ
る
考
え
は
な
い

か
。

答　

辞
退
や
棄
権
に
つ
い
て

は
、
入
札
の
時
期
や
事
業
者

が
他
に
抱
え
て
い
る
工
事
量

や
、
配
置
技
術
者
の
状
況
に

よ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
市
と
し
て
は
棄
権
や
辞
退

の
件
数
減
少
に
つ
な
が
る
よ

う
工
事
発
注
の
平
準
化
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
入

札
対
象
工
事
の
下
限
額
は
地

域
の
中
小
事
業
者
育
成
の
観

点
か
ら
７
０
０
万
円
と
し
て

お
り
、
現
時
点
で
見
直
し
の

考
え
は
な
い
。

医
療
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を

問　

患
者
さ
ん
に
対
す
る
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
対
策
、
診
療
時

間
短
縮
に
対
す
る
対
応
策
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
新
型
コ
ロ
ナ
が
拡
大
す

る
中
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大

を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

答　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
対
策
に

つ
い
て
は
、
番
号
札
制
度
を

周
知
し
て
い
き
た
い
。
待
ち

時
間
短
縮
や
医
療
従
事
者
の

負
担
軽
減
の
た
め
に
、
Ａ
Ｉ

問
診
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開

始
す
る
予
定
で
あ
る
。
医
療

セ
ン
タ
ー
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

は
行
政
検
査
が
主
だ
が
、
状

況
に
よ
っ
て
は
、
手
続
き
を

と
れ
ば
自
費
で
の
検
査
が
受

け
ら
れ
る
。

問　

建
物
だ
け
で
な
く
、
道

路
・
橋
梁
・
キ
ャ
ン
プ
場
・

海
・
広
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
公
共
空
間
の
利
活
用
を
推

進
し
て
い
く
考
え
は
な
い

か
。

答　

土
木
イ
ン
フ
ラ
を
含
む

公
共
空
間
は
、
市
民
共
有
の

財
産
で
あ
る
と
と
も
に
、
に

ぎ
わ
い
や
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
も
な
る
資
質
を
兼
ね
備

え
て
い
る
。
そ
の
利
活
用
に

お
い
て
は
、
行
政
単
体
で
は

な
く
、
地
域
住
民
や
民
間
事

業
者
な
ど
と
作
り
上
げ
る

「
協
創
」
の
取
組
を
検
討
し

て
い
く
。

母
親
の
孤
立
を
防
ぐ
取
組
を

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
産
後
う
つ

傾
向
に
あ
る
母
親
は
従
来
の

２
倍
と
の
報
道
が
あ
る
。
孤

独
を
防
ぐ
取
組
の
推
進
が
で

き
な
い
か
。

答　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
支

援
者
の
有
無
を
把
握
し
、
早

期
の
支
援
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
安
心

し
て
集
え
、
仲
間
づ
く
り
が

で
き
る
交
流
の
場
と
し
て
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子

育
て
サ
ロ
ン
な
ど
の
取
組
の

周
知
を
図
り
、
多
く
の
子
育

て
世
代
の
交
流
の
場
と
な
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の

教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て

・
Ｉ
Ｔ
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

つ
い
て

問　

令
和
４
年
度
の
合
計
特

殊
出
生
率
を
１
・
84
に
目
標

設
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
数

値
は
妥
当
か
。

答　

２
０
６
０
年
の
人
口
目

標
13
万
人
に
向
け
て
、
第
２

期
総
合
戦
略
が
終
了
す
る
令

和
２
年
度
時
点
で
の
目
標
と

し
、
成
果
を
図
る
指
標
の
一

つ
と
し
て
設
定
し
た
。

問　

国
は
、
令
和
３
年
４
月

か
ら
不
妊
治
療
の
助
成
拡
充

を
検
討
し
て
い
る
。
本
市

は
、
独
自
の
支
援
体
制
を
検

討
し
て
い
る
の
か
。

答　

国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
、
不
妊
に
悩
む
夫
婦
に

対
し
て
、
経
済
的
な
支
援
を

継
続
し
て
い
く
。

問　

地
理
的
特
性
を
活
か

し
、
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
あ
る
が
、
溝
辺

イ
ン
タ
ー
近
く
の
鹿
児
島
臨

空
団
地
は
長
期
間
未
利
用
地

が
多
い
。
県
へ
の
働
き
か
け

な
ど
具
体
的
な
活
動
は
ど
う

か
。

答　

県
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
連
携
し
、
情
報
発
信
や
情

報
収
集
、
企
業
訪
問
を
通
じ

て
県
内
外
で
積
極
的
な
企
業

誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

次
の
ペ
ー
ジ
は

議
案
の
審
査
結
果
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新
橋
　
実  

議
員

入
札
制
度
の
現
状
と

課
題
は

公
共
空
間
の
新
し
い

活
用
を

宮
田
　
竜
二  

議
員

﹁第
２
期
霧
島
市
ふ
る
さ
と
創
生

総
合
戦
略
﹂の
考
え
と
方
針
は

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

問　

近
年
、
世
界
中
で
地
球

温
暖
化
が
要
因
と
思
わ
れ
る

異
常
気
象
が
起
き
て
い
る
。

原
因
と
言
わ
れ
る
化
石
燃
料

に
代
わ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
な
か
で
、
霧
島
市
に

お
け
る
太
陽
光
発
電
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
小
水
力

発
電
お
よ
び
地
熱
発
電
の
現

状
は
ど
う
か
。

答　

太
陽
光
発
電
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
の
導
入
は
37
件

で
、
容
量
は
合
計
16
万
１
７

６
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
１
件

で
５
７
５
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、

小
水
力
発
電
は
４
件
で
１
２

５
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
地
熱
発

電
は
３
件
で
３
万
１
５
０
キ

ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
。

問　

最
近
の
発
電
割
合
で
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

14
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
な
の
に

対
し
て
、
地
球
温
暖
化
の
原

因
と
さ
れ
る
化
石
燃
料
が

84
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

て
い
る
こ
と
を
ど
う
思
う

か
。

答　

さ
ま
ざ
ま
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
源
が
あ
る
な
か
で
、
適

切
な
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
の
考

え
方
で
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
思
う
。

問　

土
地
改
良
区
に
対
し

て
、
人
的
支
援
や
技
術
的
支

援
は
で
き
な
い
か
。

答　

現
在
、
そ
う
い
っ
た
支

援
は
考
え
て
い
な
い
が
、
引

き
続
き
、
土
地
改
良
施
設
維

持
管
理
適
正
化
事
業
な
ど
各

種
補
助
金
に
よ
る
支
援
を
行

い
、
連
携
を
図
り
た
い
。

問　

自
治
会
で
は
、
高
齢
化

や
人
手
不
足
に
よ
り
、
清
掃

活
動
が
行
き
届
か
な
い
と
い

う
声
も
あ
る
。
多
面
的
機
能

支
払
制
度
の
活
用
で
草
木
の

除
去
か
ら
撤
去
ま
で
、
業
者

に
委
託
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
が
、
地
域
に
周
知
す
る

取
組
は
で
き
な
い
か
。

答　

出
前
講
座
を
活
用
す
る

な
ど
、
こ
の
制
度
を
地
域
に

根
ざ
す
取
組
を
進
め
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
意
思
を
尊
重

し
た
学
校
区
域
の
編
成
を

問　

自
宅
に
近
い
中
学
校
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遠

方
の
中
学
校
が
指
定
さ
れ
通

わ
さ
れ
て
い
る
地
域
が
あ

る
。
調
整
区
域
の
見
直
し
を

行
い
、
子
ど
も
た
ち
に
自
由

な
選
択
を
さ
せ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答　

今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
特
性
や
現
状
な
ど
を
踏

ま
え
て
、※

調
整
区
域
の
設

定
に
つ
い
て
総
合
的
に
判
断

し
て
い
く
。

問　

本
市
は
合
併
し
て
15
年

が
経
過
し
た
。
事
業
計
画
等

で
多
く
の
土
地
の
取
得
を
し

て
き
た
が
、
市
へ
名
義
変
更

が
で
き
て
い
な
い
も
の
は
何

件
か
。
ま
た
未
登
記
を
解
消

で
き
な
い
理
由
は
何
か
。

答　

今
年
３
月
末
で
１
６
６

０
件
と
把
握
し
て
い
る
。
建

設
部
３
７
６
件
、
農
林
水
産

部
５
５
２
件
、
教
育
部
28

件
、
上
下
水
道
部
６
件
、
保

健
福
祉
部
１
件
、
溝
辺
総
合

支
所
37
件
、
横
川
総
合
支
所

２
９
６
件
、
牧
園
総
合
支
所

１
０
７
件
、
霧
島
総
合
支
所

44
件
、
福
山
総
合
支
所
２
１

３
件
で
あ
る
。
解
消
で
き
な

い
理
由
は
、
多
数
の
相
続
人

が
い
る
こ
と
や
登
記
義
務
者

が
判
明
し
な
い
な
ど
で
あ

る
。
今
後
も
解
消
に
向
け
て

努
力
し
て
い
く
。

新
た
な
工
業
団
地
の
確
保
を

問　

企
業
誘
致
す
る
う
え

で
、工
業
団
地
の
有
無
は
大
き

な
違
い
が
あ
る
と
思
う
が
、

本
市
独
自
の
工
業
団
地
の
現

状
は
ど
う
か
。ま
た
工
業
団

地
造
成
予
定
は
あ
る
か
。

答　

平
成
30
年
度
ま
で
に
保

有
し
て
い
た
２
区
画
が
本
年

度
で
売
却
済
と
な
っ
た
。
新

た
に
候
補
地
の
調
査
等
を

行
っ
た
が
、
地
盤
や
法
規
制

の
問
題
点
が
あ
り
絞
込
み
に

至
っ
て
い
な
い
。
今
後
適
し

た
土
地
が
あ
れ
ば
、
一
刻
も

早
く
整
備
で
き
る
よ
う
努
め

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

池
田
　
守  

議
員

德
田
　
修
和  

議
員

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
状
況
は

市
民
に
負
担
の
か
か
ら
な
い

用
排
水
路
清
掃
を

下
深
迫 

孝
二  

議
員

本
市
の
財
産
管
理
状
況
は

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で

詳
し
く
は
こ
ち
ら
で
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※

調
整
区
域
と
は

調
整
区
域
内
に
居
住
す
る
小
学
生
、

中
学
生
及
び
小
学
校
就
学
予
定
者

は
、
保
護
者
か
ら
申
出
が
あ
っ
た
と

き
は
、
指
定
校
以
外
の
選
択
校
へ
通

学
で
き
る
と
い
う
本
市
独
自
の
制
度

大霧発電所

鹿児島臨空団地


